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１．開発目的 

 歯の欠損部に修復物を充填または被覆する際には、通常、歯科用接着剤が用いられる。歯を構

成する象牙質や骨などの生体硬組織はコラーゲンなどの有機高分子とヒドロキシアパタイト

からなる複合体であるため、そのような硬組織を被着体とする場合、接着剤には１）象牙質表

面を酸性成分で溶かす脱灰作用、２）モノマー成分が象牙質のコラーゲン層に浸透する浸透作用、

および、３）浸透したモノマー成分が固まってコラーゲンとのハイブリッド層（樹脂含浸層）を

形成する硬化作用、を有することが求められる。 
 本研究では、このような硬組織に対して接着剤として用いることができる機能性モノマーの開

発を目的として、容易に入手可能な天然物から種々の化合物群を合成し、機能について検討した。 

 
２．研究概要 

 本研究では、中性型として複数の水酸基を有する糖アルコールに重合性官能基としてメタ

クリル基を導入した化合物群（1）、および、酸性型としてカルボキシル基およびリン酸エス
テルを分子内に含むアミノ酸由来の骨格に対してメタクリル基を導入した化合物群（2）を合
成した。機能を従来品と比較した結果、（1）では浸透作用および硬化作用の向上が、（2）で
は脱灰作用および浸透作用の向上が認められた。 
 

 
３．機能 

 歯科用接着剤、骨用接着剤 
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